ちち かた 

イサク、 父 アブラハムに 語りて、 

父よ、 と^ふ。 

かれ こた 

彼、 答へ て、 

子よ、 われ 此 にあり、 

とい ひければ、 
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義 のために、 わが 子 を 犠牲に するとい う 事 は、 人類 

が はじまって、 すぐ その 直後に 起った。 信仰の 祖 とい 



時に、 H ホバの 使者、 天より 彼 を 呼びて、 

アブラハムよ、 

アブラハムよ、 

と 言へ り。 

彼 言 ふ、 

われ、 ここに あり。 

使者の 言 ひける は、 

汝の手 を 童子よ リ 放て、 

何 を も 彼に 為す ベ からず、 

汝は その ひとりご を も、 わがた めに 惜 まざれば、 わ 

おそ 

れ いま 汝が 神を畏 るる を 知る。 



辺が、 こわくて ならぬ ので ある。 

午後 三時 か 四時 頃、 私 は 仕事に 一 区切り をつ けて 立 

ち 上る。 机の 引出しから 財布 を 取り出し、 内容 を ちら 

ふところ 

と 調べて 懐 にいれ、 黙って 二重 廻し を 羽織って、 外 

に 出る。 外で は、 子供た ちが 遊んで いる。 その子 供た 

ちの 中に、 私の 子 もい る。 私の 子 は 遊び を やめて、 私 

の ほうに 真正面 向いて、 私の 顔 を 仰ぎ見る。 私 も、 子 

たもと 

の 顔 を 見下す。 共に 無言で ある。 たまに 私 は、 抉 か 

は. S 

ら ハンケ チを 出して、 きゅっと 子の 演を 拭いて やる 事 

も ある。 そうして、 さっさと 私 は 歩く。 子供のお やつ 

子供のお もちや、 子供の 着物、 子供の 靴、 いろいろ 買 



しなさい、 と 言って、 握手 をして わかれた の を、 私 は 

泥酔して いても、 忘れて はいなかった。 

と 書けば、 いかにも 私 ひとり 高潔の、 いい 子の よう 

になって しまう が、 しかし、 やっぱり、 泥酔の 果の下 

等な 薄汚い お 色気 だけの せ いで あつ たの かも 知れない。 

謂わば、 同 臭 相 寄る という 醜怪な 図に 過ぎなかった の 

力ち 知. W な レ 

ちと 

私 は、 その 不健康な、 悪魔の 許に いそいで 出掛けた。 

「おめでとう。 新年お めでとう ご 

私 はそんな 事 を 前 田さん に、 てれ 隠しに 言った。 

前 田さん は、 前 は 洋装で あつたが、 こんど は 和服で 



た。 前 田さん は、 ほとんど 何も 口 をき かず、 お 酒 も あ 

ま し， S ま 

な 力った 

「きょうは、 ばかに 神妙じゃありません かご 

と 私 は 実に 面白くない 気持で、 そう 言って みた。 

しかし、 前 田さん は、 顔 を 伏せた まま、 ふんと 笑つ 

ただけ だ つた。 

「思い切り 遊ぶ という 約束で したね ご と 私 はさら に 

言った。 「少し 飲みな さいよ。 こないだの 晚は、 かな 

リ 飲み ましたね ご 

「昼 は、 だめなん です の ご 

「昼 だって、 夜 だって 同じ 事です よ。 あなた は、 遊び 



せんから 知ってい るんで すけ ど、 きょう、 あなた をお 

呼びして つて、 おかみさん にた のんだら、 とてもい や 

な、 へんな 顔 をす るんで す もの。 わたくし なんかもう 

女で も 何でも無 いのに、 いや あねえ。 あなた は、 どう 

なの？ 男です か？」 

いよいよ キ ザな 事 を 言う。 しかし、 それでも 私 は、 

まだ さよならが 言えな か つ た。 

「遊びましょう。 何 か プレイの 名案が 無いです か？」 

け 

と、 気持と まるで 反対の 事 を、 足 もとの 石ころ を 蹴つ 

て 言った。 

「わたくしの ァパ —， ^にい らっしゃい ません？ きょ 



うは、 はじめから、 そのつ もりで いたのよ。 アバ— ト 

に は、 面白い お 友達が たくさん います わご 

私 は 憂鬱であった。 気がすす まない の だ。 

「アバ —， ^に 行けば、 すばらしい プレイが あるので す 

か？」 

くす と 笑って、 

「何も あり やしません わ。 作家って、 案外、 現実 家な 

のね え ご 

「そり や、 …… 」 

と 私 は、 言い かけて 口 を噤ん だ。 

いた！ いたの だ。 半病人の 家の 者が、 白い ガ ー ゼ 



底本： 「太宰 治 全集 9」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1989 (平成 元) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

1998 (平成^) 年 6 月^日 第 5 刷 発行 

底本の 親 本： 「筑摩 全集 類聚 版 太宰治 全集」 筑摩 書房 

1975 (昭和^) 年 6 月〜 1976 (昭和 S) 年 6 

月 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： かとう かおり 

2 000 年 ー 月^日 公開 

2 o o 5 年！：：; 月 6 日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



